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整備前の課題

課題の解決

施設整備の目的

○生物学的封じ込め施設で取り扱うべき人獣共通感染症病原体を用いた実
　験を実施するため、適切に安全管理ができる研究環境が必要

研究スペースが不足

Biosafety Level 3 施設での研究推進

高度な実験機器を多数設置できる研究スペース 高度な研究・教育に対応可能な世界水準の環境を整備

○病原体を取り扱う感染実験専用施設を整備し、Biosafety 
　Level 3施設（P3実験室等）を設置、感染実験の安全管理
　体制を確立
○バイオクリーンルームを設置し、診断・予防・治療法の
　総括的な研究開発を実施
○研究スペースを確保し、高度な実験機器の設置や活発な
　研究活動に対応

安全管理への対応

○研究者・学生の研究スペースや実験用の動物飼育施設が不足し、研究の
　推進に支障
○高度な実験機器（電子顕微鏡、遺伝子解析装置等）の設置スペースがな
　く実験機器の設置が困難
○他機関の研究者等との連携のための共同研究ペースが不足し、共同研究
　の促進に支障

研究スペースの不足

高度な研究開発に対応可能な環境

○世界保健機構（WHO）・国際獣疫機関（OIE）・食料農業機
　関（FAO）等の国際機関との共同研究に対応可能な研究ス
　ペースを整備、国際的な研究拠点としての機能を付加

世界水準の拠点の形成

人獣共通感染症の克服を目指し、研究拠点となる人獣共通感染症リサーチセンターを整備
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● 国家的・社会的課題への対応など他大学や公的研究機関
との共同研究等の連携協力を推進する研究環境の確保

卓越
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整備による教育研究への効果

人材養成を通じた国際協力
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特許申請数

外部資金受入額

X

低病原性鳥インフルエンザ
ウイルス

低病原性鳥インフルエンザ
ウイルス

非病原性鳥インフルエンザ
ウイルス

抗原性と遺伝子保存

エボラ出血熱の発症機序モデル

感染初期における自然免疫・炎症性応答の抑制
初期感染細胞への

感染

リンパ器官及び血中におけるリンパ球の
細胞死

血管透過性の異常昂進

多臓器不全・ショック症状による
患者の死

血液凝固系・線溶系の破綻（DIC）

広範囲の臓器（肝臓、リンパ器官等）における
ウイルスの増殖と、それに伴う臓器障害

全身性の過剰な炎症性反応（SIRS）
サイトカインストーム

国内外の研究機関との共同研究を推進、高度な研究開発を実施

○医学、獣医学、薬学及び情報科学が融合した新た
　な研究・教育分野を創成し、外部資金受入額の増
　加、特許申請を行うなど研究・教育が活性化
○疫学プロジェクト等の共同研究等に国内外の研
　究機関と連携して取り組むことが可能

○ＪＩＣＡ（独立行政法人国際
　協力機構）との連携プログラ
　ムをはじめ、人獣共通感染症
　の研究者・技術者へのトレー
　ニング・プログラムを開催
○今後、人獣共通感染症対策の
　専門家として国際社会での
　活躍を期待 

国内外の研究者等へのトレーニングを実施、高度な知識を持つ人材を養成




